
議員定数等調査検討に関する小委員会（第４回） 

 

平成２７年２月９日（月）午前１０時 

於：第１委員会室 

○ 調査事項 

 

１ 地方分権と地方議会の在り方に言及した国の審議会の答申等について 

 

   委員の共通認識のため、総務省による第２８次地方制度調査会答申（平成１７年１２

月）及び第２９次地方制度調査会答申（平成２１年６月）並びに地方行財政検討会議

（平成２３年１月２６日）における地方議会の在り方や地方自治法の抜本改正について

の考え方の取りまとめ内容を確認した。 

 

 

２ 本市議会での議員定数について 

   

１） 本市の人口（面積）の推移 

２） 本市の行政区・学区等との関係 

３） 本市の現状及び課題並びに将来の予測及び展望の観点から 

４） 常任委員会数と委員数 

５） 議員選挙における立候補者数からの視点 

６） 議員定数と予算経費によるアプローチ 

７） 専門的知見による定数検討事例 

８） 執行部における付属機関の設置等による市民意見聴取の視点 

 

以上の視点・観点により議員定数の在り方について自由討議を行った。 

 

 

３ 本市議会議員定数の在り方について 

 

これまでの確認、調査検討結果等を踏まえ、適正な議員定数の在り方を検討する上での

論点を整理した。 

また、適正な議員定数の検討を深めるため、具体的に、現状維持の「２４人」、２人削

減の「２２人」、４人削減の「２０人」の３つの定数に絞り、整理した論点ごとにさらに

検討を加えるとともに、それぞれの定数とした場合の議会（委員会）運営や議会（委員

会）活動の比較等を行うこととした。 

 

 

４ 次回の日程について 

 

次回の小委員会開催日程を決定した。 


